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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】耐熱性及び透明性に優れ、硬化時の黄変を抑えることのできる光硬化性樹脂組成
物及びその硬化物を提供する。
【解決手段】（１）一般式（Ｉ）等で表されるカチオン重合性有機物質１００質量部と（
２）エネルギー線感受性カチオン重合開始剤０．００１～１０質量部とを含有し、アクリ
レート化合物を含有しない光硬化性樹脂組成物及び該光硬化性樹脂組成物を硬化して得ら
れる硬化物。

【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）下記一般式（Ｉ）～（IV）の何れかで表されるカチオン重合性有機物質１００質
量部と、（２）エネルギー線感受性カチオン重合開始剤０．００１～１０質量部とを含有
し、アクリレート化合物を含有しない光硬化性樹脂組成物。
【化１】

（式中、Ｚは、単結合又は炭素原子数１～４のアルキレン基を表し、該アルキレン基中の
メチレン基は、メチル基又はハロゲン原子で置換されていてもよく、Ｒ1～Ｒ9は、それぞ
れ独立に、水素原子又は炭素原子数１～４のアルキル基を表し、ｐ及びｑは、それぞれ独
立に、０～５の数である。）

【化２】

（式中、Ｒ10は、水素原子又は炭素原子数１～４のアルキル基を表し、ｍ及びｎは、それ
ぞれ独立に、０～５の数である。）

【化３】

（式中、Ｒ11は、水素原子又は炭素原子数１～４のアルキル基を表し、Ｒ12～Ｒ15は、水
素原子、炭素原子数１～４のアルキル基、炭素原子数６～２０のアリール基又は炭素原子
数７～２０のアリールアルキル基を表し、Ｒ16～Ｒ19は、水素原子、炭素原子数１～４の
アルキル基又はハロゲン原子を表し、ｘは０～４の数であり、ｙは０～４の数であり、ｘ
＋ｙは、２～４の数であり、ｓ及びｔは、それぞれ独立に、０～５の数である。）
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【化４】

【請求項２】
　さらに（３）芳香環を含まないエポキシ樹脂を含有する請求項１記載の光硬化性樹脂組
成物。
【請求項３】
　さらに（４）酸化防止剤を含有する請求項１又は２記載の光硬化性樹脂組成物。
【請求項４】
　さらに（５）アルコール化合物を含有する請求項１～３の何れか１項に記載の光硬化性
樹脂組成物。
【請求項５】
　上記（２）エネルギー線感受性カチオン重合開始剤が、［Ａ］r+［Ｂ］r-（式中、Ａは
陽イオン種を表し、Ｂは陰イオン種を表し、ｒは価数を表す。）で表される陽イオンと陰
イオンの塩である請求項１～４の何れか１項に記載の光硬化性樹脂組成物。
【請求項６】
　上記（４）酸化防止剤がヒンダードフェノール系酸化防止剤である請求項１～５の何れ
か１項に記載の光硬化性樹脂組成物。
【請求項７】
　上記（５）アルコール化合物がポリオール又は水酸基を有するオキセタン化合物である
請求項１～６の何れか１項に記載の光硬化性樹脂組成物。
【請求項８】
　請求項１～７の何れか１項に記載の光硬化性樹脂組成物を硬化して得られる硬化物。
【請求項９】
　５８７．６ｎｍ（ｄ線）における膜屈折率が１．５５以上である請求項８記載の硬化物
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光硬化性樹脂組成物及び該光硬化性樹脂組成物に活性エネルギー線を照射す
ることによって得られる硬化物に関する。該光硬化性樹脂組成物は、特に光学部材に有用
である。
【背景技術】
【０００２】
　光硬化性樹脂組成物は、インキ、塗料、各種コーティング剤、接着剤、光学部材等の分
野において用いられている。
【０００３】
　例えば、下記特許文献１には、エポキシ樹脂、光カチオン性重合開始剤及びアクリレー
ト成分を必須とする光硬化型樹脂組成物が開示され、下記特許文献２には、特定の構造を
有するエポキシ樹脂及び光カチオン重合開始剤を含有する硬化性樹脂組成物が開示され、
下記特許文献３には、カチオン重合性化合物を必須とする樹脂組成物と、カチオン重合開
始剤と金属酸化物粒子とを含む硬化性樹脂組成物が開示されている。
　しかし、これらの文献に記載されている光硬化性樹脂組成物は、何れも耐熱性や透明性
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平８－７３５５９号公報
【特許文献２】特開２０００－７７５５号公報
【特許文献３】特開２００９－１３２８３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、本発明の目的は、耐熱性及び透明性に優れ、硬化時の黄変を抑えることのでき
る光硬化性樹脂組成物及びその硬化物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、（１）下記一般式（Ｉ）～（IV）の何れかで表されるカチオン重合性有機物
質１００質量部と、（２）エネルギー線感受性カチオン重合開始剤０．００１～１０質量
部とを含有し、アクリレート化合物を含まない光硬化性樹脂組成物を提供することで、上
記目的を達成したものである。
【０００７】
【化１】

（式中、Ｚは、単結合又は炭素原子数１～４のアルキレン基を表し、該アルキレン基中の
メチレン基は、メチル基又はハロゲン原子で置換されていてもよく、Ｒ1～Ｒ9は、それぞ
れ独立に、水素原子又は炭素原子数１～４のアルキル基を表し、ｐ及びｑは、それぞれ独
立に、０～５の数である。）
【０００８】

【化２】

（式中、Ｒ10は、水素原子又は炭素原子数１～４のアルキル基を表し、ｍ及びｎは、それ
ぞれ独立に０～５の数である。）
【０００９】
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【化３】

（式中、Ｒ11は、水素原子又は炭素原子数１～４のアルキル基を表し、Ｒ12～Ｒ15は、水
素原子、炭素原子数１～４のアルキル基、炭素原子数６～２０のアリール基又は炭素原子
数７～２０のアリールアルキル基を表し、Ｒ16～Ｒ19は、水素原子、炭素原子数１～４の
アルキル基又はハロゲン原子を表し、ｘは、０～４の数であり、ｙは、０～４の数であり
、ｘ＋ｙは、２～４の数であり、ｓ及びｔは、それぞれ独立に０～５の数である。）
【００１０】

【化４】

【００１１】
　また、本発明は、上記光硬化性樹脂組成物を硬化して得られる硬化物を提供するもので
ある。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の光硬化性樹脂組成物は、耐熱性及び透明性に優れ、硬化時の黄変を抑えること
ができるため、光学部材用途として特に有用なものである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の光硬化性樹脂組成物及び該光硬化性樹脂組成物を硬化して得られる硬化
物について詳細に説明する。
　本発明の光硬化性樹脂組成物は、（１）カチオン重合性有機物質と、（２）エネルギー
線感受性カチオン重合開始剤とを含有し、アクリレート化合物を含有しないものである。
【００１４】
　本発明に使用する（１）カチオン重合性有機物質は、光照射により活性化した（２）エ
ネルギー線感受性カチオン重合開始剤により、高分子化又は架橋反応を起こす化合物であ
り、上記一般式（Ｉ）～（IV）の何れかで表される化合物である。
【００１５】
　上記一般式（Ｉ）中、Ｚで表される炭素原子数１～４のアルキレン基としては、メチレ
ン、エチレン、プロピレン、メチルエチレン、クロロエチレン、フルオロエチレン、ブチ
レン、１－メチルプロピレン、２－メチルプロピレン、１－クロロプロピレン、２－フル
オロプロピレン等が挙げられる。
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【００１６】
　上記一般式（Ｉ）中のＲ1～Ｒ9、上記一般式（II）中のＲ10、上記一般式（III）中の
Ｒ11～Ｒ19で表される炭素原子数１～４のアルキル基としては、メチル、エチル、プロピ
ル、イソプロピル、ｎ－ブチル、ｔ－ブチル等が挙げられる。
　上記一般式（III）中のＲ12～Ｒ15で表される炭素原子数６～２０のアリール基として
は、フェニル、ナフチル、アントラセン－１－イル、フェナントレン－１－イル等が挙げ
られる。
　上記一般式（III）中のＲ12～Ｒ15で表される炭素原子数６～２０のアリールアルキル
基としては、ベンジル、フェネチル、２－フェニルプロパン、ジフェニルメチル、トリフ
ェニルメチル、スチリル、シンナミル等が挙げられる。
　上記一般式（III）中のＲ16～Ｒ19で表されるハロゲン原子としては、フッ素、塩素、
臭素、ヨウ素等が挙げられる。
【００１７】
　上記一般式（Ｉ）～（IV）の何れかで表される化合物の中でも、製造コスト及び耐熱性
の点から、上記一般式（Ｉ）及び(II)で表わされる化合物が好ましく、上記一般式(Ｉ)で
表わされる化合物がより好ましい。また、上記一般式（Ｉ）～（IV）の何れかで表される
化合物は、１種を単独で又は２種以上を混合して用いてもよい。
【００１８】
　次に、上記（１）カチオン重合性有機物質と共に用いられる（２）エネルギー線感受性
カチオン重合開始剤について説明する。
　本発明に使用する（２）エネルギー線感受性カチオン重合開始剤は、後述するような活
性エネルギー線の照射によりカチオン重合を開始させる物質を放出することが可能な化合
物である。好ましくは、活性エネルギー線の照射によってルイス酸を放出するオニウム塩
である複塩、又はその誘導体である。かかる化合物の代表的なものとしては、一般式［Ａ
］r+［Ｂ］r-（式中、Ａは陽イオン種を表し、Ｂは陰イオン種を表し、ｒは価数を表す。
）で表される陽イオンと陰イオンの塩を挙げることができる。
【００１９】
　ここで陽イオン［Ａ］r+はオニウムであることが好ましく、その構造は、例えば、一般
式［（Ｒ7）aＱ］r+で表すことができる。
【００２０】
　上記式中、Ｒ7は炭素原子数が１～６０であり、炭素原子以外の原子をいくつ含んでい
てもよい有機基である。ａは１～５の整数である。ａ個のＲ7は、それぞれ独立に、同一
でも異なっていてもよい。また、少なくとも１つは、芳香環を有する上記の如き有機基で
あることが好ましい。ＱはＳ、Ｎ、Ｓｅ、Ｔｅ、Ｐ、Ａｓ、Ｓｂ、Ｂｉ、Ｏ、Ｉ、Ｂｒ、
Ｃｌ、Ｆ及びＮ＝Ｎからなる群から選ばれる原子又は原子団である。また、陽イオン［Ａ
］r+中のＱの原子価をｑとしたとき、ｒ＝ａ－ｑなる関係が成り立つことが必要である（
但し、Ｎ＝Ｎは原子価０として扱う）。
【００２１】
　また、陰イオン［Ｂ］r-は、ハロゲン化物錯体であることが好ましく、その構造は、例
えば、一般式［ＬＸb］

r-で表すことができる。
【００２２】
　上記式中、Ｌはハロゲン化物錯体の中心原子である金属又は半金属（Ｍｅｔａｌｌｏｉ
ｄ）であり、Ｂ、Ｐ、Ａｓ、Ｓｂ、Ｆｅ、Ｓｎ、Ｂｉ、Ａｌ、Ｃａ、Ｉｎ、Ｔｉ、Ｚｎ、
Ｓｃ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ又はＣｏで表わされる。Ｘはハロゲン原子である。ｂは３～７の整
数である。また、陰イオン［Ｂ］r-中のＬの原子価をｐとしたとき、ｒ＝ｂ－ｐなる関係
が成り立つことが必要である。
【００２３】
　上記一般式［ＬＸb］

r-で表わされる陰イオンの具体例としては、テトラキス（ペンタ
フルオロフェニル）ボレート、テトラ（３，５－ジフルオロ－４－メトキシフェニル）ボ
レート、テトラフルオロボレート（ＢＦ4）

-、ヘキサフルオロフォスフェート（ＰＦ6）
-
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、ヘキサフルオロアンチモネート（ＳｂＦ6）
-、ヘキサフルオロアルセネート（ＡｓＦ6

）-、ヘキサクロロアンチモネート（ＳｂＣｌ6）
-等を挙げることができる。

【００２４】
　また、陰イオン［Ｂ］r-は、一般式［ＬＸb-1（ＯＨ）］r-で表される構造のものも好
ましく用いることができる。該式中、Ｌ、Ｘ及びｂは、上記一般式［ＬＸb］

r-と同様で
ある。また、その他用いることのできる陰イオン［Ｂ］r-としては、過塩素酸イオン（Ｃ
ｌＯ4）

-、トリフルオロメチル亜硫酸イオン（ＣＦ3ＳＯ3）
-、フルオロスルホン酸イオ

ン（ＦＳＯ3）
-、トルエンスルホン酸陰イオン、トリニトロベンゼンスルホン酸陰イオン

、カンファースルフォネート、ノナフロロブタンスルフォネート、ヘキサデカフロロオク
タンスルフォネート、テトラアリールボレート、テトラキス（ペンタフルオロフェニル）
ボレート等を挙げることができる。
【００２５】
　本発明では、このようなオニウム塩の中でも、下記の（イ）～（ハ）の芳香族オニウム
塩を使用することが特に有効である。これらの中から、その１種を単独で、又は２種以上
を混合して使用することができる。
【００２６】
　（イ）フェニルジアゾニウムヘキサフルオロホスフェート、４－メトキシフェニルジア
ゾニウムヘキサフルオロアンチモネート、４－メチルフェニルジアゾニウムヘキサフルオ
ロホスフェート等のアリールジアゾニウム塩
【００２７】
　（ロ）ジフェニルヨードニウムヘキサフルオロアンチモネート、ジ（４－メチルフェニ
ル）ヨードニウムヘキサフルオロホスフェート、ジ（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ヨ
ードニウムヘキサフルオロホスフェート、トリルクミルヨードニウムテトラキス（ペン　
タフルオロフェニル）ボレート等のジアリールヨードニウム塩
【００２８】
　（ハ）トリフェニルスルホニウムヘキサフルオロアンチモネート、トリス（４－メトキ
シフェニル）スルホニウムヘキサフルオロホスフェート、ジフェニル－４－チオフェノキ
シフェニルスルホニウムヘキサフルオロアンチモネート、ジフェニル－４－チオフェノキ
シフェニルスルホニウムヘキサフルオロホスフェート、４，４'－ビス（ジフェニルスル
フォニオ）フェニルスルフィド－ビス－ヘキサフルオロアンチモネート、４，４'－ビス
（ジフェニルスルフォニオ）フェニルスルフィド－ビス－ヘキサフルオロホスフェート、
４，４'－ビス［ジ（β－ヒドロキシエトキシ）フェニルスルフォニオ］フェニルスルフ
ィド－ビス－ヘキサフルオロアンチモネート、４，４'－ビス［ジ（β－ヒドロキシエト
キシ）フェニルスルフォニオ］フェニルスルフィド－ビス－ヘキサフルオロホスフェート
、４－［４'－（ベンゾイル）フェニルチオ］フェニル－ジ－（４－フルオロフェニル）
スルホニウムヘキサフルオロアンチモネート、４－［４'－（ベンゾイル）フェニルチオ
］フェニル－ジ－（４－フルオロフェニル）スルホニウムヘキサフルオロホスフェート、
４－（２－クロロ－４－ベンゾイルフェニルチオ）フェニル－ジ－（４－フルオロフェニ
ル）スルホニウムヘキサフルオロアンチモネート等のトリアリールスルホニウム塩及びジ
フェニル－４－チオフェノキシフェニルスルホニウムヘキサフルオロアンチモネートと４
，４'－ビス（ジフェニルスルフォニオ）フェニルスルフィド－ビス－ヘキサフルオロホ
スフェートの混合物等のトリアリールスルホニウム塩
【００２９】
　また、その他好ましいものとしては、（η5－２，４－シクロペンタジエン－１－イル
）〔（１，２，３，４，５，６－η）－（１－メチルエチル）ベンゼン〕－アイアン－ヘ
キサフルオロホスフェート等の鉄－アレーン錯体や、トリス（アセチルアセトナト）アル
ミニウム、トリス（エチルアセトナトアセタト）アルミニウム、トリス（サリチルアルデ
ヒダト）アルミニウム等のアルミニウム錯体とトリフェニルシラノール等のシラノール類
との混合物等も挙げることができる。
【００３０】
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　これらの中でも、実用面と光感度の観点から、ジアリールヨードニウム塩、トリアリー
ルスルホニウム塩、鉄－アレーン錯体を用いることが好ましい。
【００３１】
　本発明の光硬化性樹脂組成物において、上記（１）カチオン重合性有機物質に対する（
２）エネルギー線感受性カチオン重合開始剤の使用量は、（１）カチオン重合性有機物質
１００質量部に対して、（２）エネルギー線感受性カチオン重合開始剤０．００１～１０
質量部、好ましくは０．１～５質量部、より好ましくは１～３質量部である。（２）エネ
ルギー線感受性カチオン重合開始剤の使用量が０．００１未満であると、硬化が不十分と
なりやすく、１０質量部を超えると、硬化物の屈折率や強度等の諸物性に悪影響を与える
場合がある。
【００３２】
　本発明の光硬化性樹脂組成物は、上述した（１）カチオン重合性有機物質及び（２）エ
ネルギー線感受性カチオン重合開始剤を含有すると共に、アクリレート化合物を含有しな
いことを特徴とする。アクリレート化合物を含有すると、ハンダリフロー工程等の高温処
理を行った場合、耐熱性が低く着色してしまうという問題が生じる。
【００３３】
　本発明の光硬化性樹脂組成物に用いないアクリレート化合物としては、特に制限されず
、一般にアクリレート化合物と呼ばれる化合物及びその誘導体が挙げられる。また「アク
リレート化合物を含有しない」は、全くアクリレート化合物を含有しない場合だけでなく
、本発明の光硬化性樹脂組成物中、５質量％未満含有する場合も含む。
【００３４】
　本発明の光硬化性樹脂組成物には、必要に応じて、（３）芳香環を含まないエポキシ樹
脂を用いることができる。該芳香環を含まないエポキシ樹脂としては、脂環族エポキシ樹
脂又は脂肪族エポキシ樹脂が挙げられる。
【００３５】
　上記脂環族エポキシ樹脂の具体例としては、少なくとも１個の脂環族環を有する多価ア
ルコールのポリグリシジルエーテル又はシクロヘキセンやシクロペンテン環含有化合物を
酸化剤でエポキシ化することによって得られるシクロヘキセンオキサイドやシクロペンテ
ンオキサイド含有化合物が挙げられる。例えば、水素添加ビスフェノールＡジグリシジル
エーテル、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル－３，４－エポキシシクロヘキサンカ
ルボキシレート、３，４－エポキシ－１－メチルシクロヘキシル－３，４－エポキシ－１
－メチルヘキサンカルボキシレート、６－メチル－３，４－エポキシシクロヘキシルメチ
ル－６－メチル－３，４－エポキシシクロヘキサンカルボキシレート、３，４－エポキシ
－３－メチルシクロヘキシルメチル－３，４－エポキシ－３－メチルシクロヘキサンカル
ボキシレート、３，４－エポキシ－５－メチルシクロヘキシルメチル－３，４－エポキシ
－５－メチルシクロヘキサンカルボキシレート、２－（３，４－エポキシシクロヘキシル
－５，５－スピロ－３，４－エポキシ）シクロヘキサン－メタジオキサン、ビス（３，４
－エポキシシクロヘキシルメチル）アジペート、３，４－エポキシ－６－メチルシクロヘ
キシルカルボキシレート、メチレンビス（３，４－エポキシシクロヘキサン）、プロパン
－２，２－ジイル－ビス（３，４－エポキシシクロヘキサン）、２，２－ビス（３，４－
エポキシシクロヘキシル）プロパンジシクロペンタジエンジエポキサイド、エチレンビス
（３，４－エポキシシクロヘキサンカルボキシレート）、エポキシヘキサヒドロフタル酸
ジオクチル、エポキシヘキサヒドロフタル酸ジ－２－エチルヘキシル、１－エポキシエチ
ル－３，４－エポキシシクロヘキサン、１，２－エポキシ－２－エポキシエチルシクロヘ
キサン等が挙げられる。
【００３６】
　上記脂環族エポキシ樹脂として好適に使用できる市販品としてはＵＶＲ－６１００、Ｕ
ＶＲ－６１０５、ＵＶＲ－６１１０、ＵＶＲ－６１２８、ＵＶＲ－６２００（以上、ユニ
オンカーバイド社製）、セロキサイド２０２１、セロキサイド２０２１Ｐ、セロキサイド
２０８１、セロキサイド２０８３、セロキサイド２０８５、セロキサイド２０００、セロ
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キサイド３０００、サイクロマーＡ２００、サイクロマーＭ１００、サイクロマーＭ１０
１、エポリードＧＴ－３０１、エポリードＧＴ－３０２、エポリード４０１、エポリード
４０３、ＥＴＨＢ、エポリードＨＤ３００（以上、ダイセル化学工業社製）、ＫＲＭ－２
１１０、ＫＲＭ－２１９９（以上、ＡＤＥＫＡ社製）等を挙げることができる。
【００３７】
　また、上記脂肪族エポキシ樹脂の具体例としては、脂肪族多価アルコール又はそのアル
キレンオキサイド付加物のポリグリシジルエーテル、脂肪族長鎖多塩基酸のポリグリシジ
ルエステル等が挙げられる。代表的な化合物として、１，４－ブタンジオールジグリシジ
ルエーテル、１，６－ヘキサンジオールジグリシジルエーテル、グリセリンのトリグリシ
ジルエーテル、トリメチロールプロパンのトリグリシジルエーテル、ソルビトールのテト
ラグリシジルエーテル、ジペンタエリスリトールのヘキサグリシジルエーテル、ポリエチ
レングリコールのジグリシジルエーテル、ポリプロピレングリコールのジグリシジルエー
テル等の多価アルコールのグリシジルエーテル、またプロピレングリコール、トリメチロ
ールプロパン、グリセリン等の脂肪族多価アルコールに１種又は２種以上のアルキレンオ
キサイドを付加することによって得られるポリエーテルポリオールのポリグリシジルエー
テル、脂肪族長鎖二塩基酸のジグリシジルエステルが挙げられる。更に、脂肪族高級アル
コールのモノグリシジルエーテルやフェノール、クレゾール、ブチルフェノール、また、
これらにアルキレンオキサイドを付加することによって得られるポリエーテルアルコール
のモノグリシジルエーテル、高級脂肪酸のグリシジルエステル、エポキシ化大豆油、エポ
キシステアリン酸オクチル、エポキシステアリン酸ブチル、エポキシ化大豆油、エポキシ
化ポリブタジエン等が挙げられる。
【００３８】
　上記脂肪族エポキシ樹脂として好適に使用できる市販品としては、エピコート８７２（
ｊＥＲ社製）、エポライトＥＨＤＧ－Ｌ、エポライト４０Ｅ、エポライト１００Ｅ、エポ
ライト２００Ｅ、エポライト４００Ｅ、エポライト７０Ｐ、エポライト２００Ｐ、エポラ
イト４００Ｐ、エポライト１５００ＮＰ、エポライト１６００、エポライト８０ＭＦ、エ
ポライト１００ＭＦ、エポライト４０００、エポライト３００２、エポライトＦＲ－１５
００（以上、共栄社化学社製）、デナコールＥＸ－１１１、デナコールＥＸ－１２１、デ
ナコール－１７１、デナコールＥＸ－１９２、デナコールＥＸ－２１１、デナコールＥＸ
－２２１、デナコールＥＸ－３２１、デナコールＥＸ－３１３、デナコール－３１４、デ
ナコールＥＸ－４１１、デナコールＥＸ－４２１ (ナガセケムテックス社製)、ＥＰＰＮ
－５０１Ｈ(日本化薬社製)、ＥＨＰＥ－３１５０(ダイセル化学工業社製)等が挙げられる
。
【００３９】
　上記（３）芳香環を含まないエポキシ樹脂としては、吸水性及び耐熱性の点から、脂環
族エポキシ樹脂が好ましく、中でも、シクロヘキセンオキサイド含有エポキシ樹脂がより
好ましい。
【００４０】
　上記（１）カチオン重合性有機物質に対する（３）芳香環を含まないエポキシ樹脂の使
用割合は特に限定されず、本発明の目的を阻害しない範囲内で概ね通常の使用割合で使用
すればよいが、（１）カチオン重合性有機物質１００質量部に対して、好ましくは（３）
芳香環を含まないエポキシ樹脂０～４０質量部、より好ましくは０～３０質量部とするこ
とができる。４０質量部を超えると、硬化物の屈折率や強度等の諸物性に悪影響を与える
場合がある。
【００４１】
　本発明の光硬化性樹脂組成物には、必要に応じて（４）酸化防止剤を用いることができ
る。該酸化防止剤としては、２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール、２，４－ジメチル－６
－ｔ－ブチルフェノール、２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－メチルフェノール、２，６－ジ
－ｔ－ブチル－４－エチルフェノール、２，４，６－トリ－ｔ－ブチルフェノール、２，
６－ジ－ｔ－ブチル－４－ｓ－ブチルフェノール、２－ｔ－ブチル－４－メトキシフェノ
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ール、ビタミンＥ、２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシメチルフェノール、ｎ－オ
クタデシル－β－（４'－ヒドロキシ－３'、５'－ジ－ブチルフェニル）プロピオネート
、２－ｔ－ブチル－６－（３'－ｔ－ブチル－５'－メチル－２'－ヒドロキシベンジル）
－４－メチルフェニルアクリレート、プロピルガレート、オクチルガレート、ラウリルガ
レート、２，２'－メチレンビス（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、２，２'－
メチレンビス（４－エチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、４，４'－メチレンビス（２
，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール）、２，２'－メチレンビス（４－メチル－６－シクロ
ヘキシルフェノール）、２，２'－ジヒドロキシ－３，３'－ジ（α－メチルシクロヘキシ
ル）－５，５'－ジメチルジフェニルメタン、２，２'－エチリデン－ビス（４，６－ジ－
ｔ－ブチルフェノール）、２，２'－ブチリデンビス（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェ
ノール）、４，４'－ブチリデンビス（３－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、トリ
エチレングリコール－Ｎ－ビス［３－（３－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフ
ェニル）プロピオネート］、１，６－ヘキサンジオールビス［３－（３，５－ジ－ｔ－ブ
チル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］、カテコール、ｔｅｒｔ－ブチルカテ
コール、２－ブチル－４－ヒドロキシアニソール、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－ｐ－
クレゾール、４，４'－チオビス（６－ｔ－ブチル－ｍ－クレゾール）、４，４'－チオビ
ス（３－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、４，４'－チオビス（４－メチル－６－
ｔ－ブチルフェノール）、ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ス
ルフィド、テトラキス［メチレン－３－（３'，５'－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフ
ェニル）プロピオネート）］メタン、３，９－ビス〔２－〔３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル
－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）プロピオニロキシ〕－１，１－ジメチルエチル
〕－２，４，８，１０－テトラオキサスピロ〔５，５〕ウンデカン、ペンタエリスリトー
ルテトラキス〔３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピ
オネート〕、チオジエチレンビス〔３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキ
シフェニル）プロピオネート〕、Ｎ，Ｎ'－ヘキサン－１，６－ジイルビス〔３－（３，
５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオンアミド〕、ベンゼンプ
ロパン酸，３，５－ビス（１，１－ジメチルエチル）－４－ヒドロキシ，Ｃ７－Ｃ９側鎖
アルキルエステル、２，４－ジメチル－６－（１－メチルペンタデシル）フェノール、ジ
エチル〔〔３，５－ビス（１，１－ジメチルエチル）－４－ヒドロキシフェニル〕メチル
〕ホスホネート、３，３'，３"，５，５'，５"－ヘキサ－ｔｅｒｔ－ブチル－ａ，ａ'，
ａ"－（メシチレン－２，４，６－トリル）トリ－ｐ－クレゾール、カルシウムジエチル
ビス〔〔〔３，５－ビス（１，１－ジメチルエチル）－４－ヒドロキシフェニル〕メチル
〕ホスホネート、４，６－ビス（オクチルチオメチル）－ｏ－クレゾール、エチレンビス
（オキシエチレン）ビス〔３－（５－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－ｍ－トリル）
プロピオネート〕、ヘキサメチレンビス〔３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒ
ドロキシフェニル）プロピオネート、１，３，５－トリス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチ
ル－４－ヒドロキシベンジル）－１，３，５－トリアジン－２，４，６（１Ｈ，３Ｈ，５
Ｈ）－トリオン、１，３，５－トリス〔（４－ｔｅｒｔ－ブチル－３－ヒドロキシ－２，
６－キシリル）メチル〕－１，３，５－トリアジン－２，４，６（１Ｈ，３Ｈ，５Ｈ）－
トリオン、Ｎ－フェニルベンゼンアミンと２，４，６－トリメチルペンテンとの反応生成
物、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－（４，６－ビス（オクチルチオ）－１，３，５
－トリアジン－２－イルアミノ）フェノール、２，６－ジフェニル－４－オクタデシロキ
シフェノール、ステアリル（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオ
ネート、ジステアリル（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ホスホネート
、２－オクチルチオ－４，６－ジ（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）
－ｓ－トリアジン、２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－第三ブチルフェノール）
、ビス[３，３－ビス（４－ヒドロキシ－３－第三ブチルフェニル）ブチリックアシッド]
グリコールエステル、４，４’－ブチリデンビス（２，６－ジ第三ブチルフェノール）、
トリデシル・３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルチオアセテート、１，１，
３－トリス（２－メチル－４－ヒドロキシ－５－第三ブチルフェニル）ブタン、ビス[２
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－第三ブチル－４－メチル－６－（２－ヒドロキシ－３－第三ブチル－５－メチルベンジ
ル）フェニル]テレフタレート、１，３，５－トリス（２，６－ジメチル－３－ヒドロキ
シ－４－第三ブチルベンジル）イソシアヌレート、１，３，５－トリス（３，５－ジ第三
ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、１，３，５－トリス（３，５－ジ
第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－トリメチルベンゼン、１，３，５
－トリス[（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオニルオキシエチ
ル]イソシアヌレート、２－第三ブチル－４－メチル－６－（２－アクリロイルオキシ－
３－第三ブチル－５－メチルベンジル）フェノール、ピクリン酸等のフェノール系化合物
等のフェノール系酸化防止剤；トリフェニルホスファイト、トリス（２，５－ジ第三ブチ
ルフェニル）ホスファイト、ジフェニルノニルフェニルホスファイト、トリス（２，４－
ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホスファイト、トリスノニルフェニルホスファイト、トリス（
ジノニルフェニル）ホスファイト、 トリス（モノ、ジ混合ノニルフェニル）ホスファイ
ト、ジ（ノニルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ジフェニルアシッドホ
スファイト、ジフェニルイソオクチルホスファイト、２，２'－メチレンビス（４，６－
ジ－ｔ－ブチルフェニル）オクチルホスファイト、ジフェニルインデシルホスファイト、
ジフェニルモノ（トリデシル）ホスファイト、フェニルジイソデンシルホスファイト、フ
ェニルジ（トリデシル）ホスファイト、トリブチルホスファイト、トリス（２－エチルヘ
キシル）ホスファイト、トリデシルホスファイト、トリラウリルホスファイト、ジブチル
アシッドホスファイト、ジラウリルアシッドホスファイト、トリス（２－エチルヘキシル
）ホスファイト、トリス（インデシル）ホスファイト、トリス（トリデシル）ホスファイ
ト、ジブチルハイドロゲンホスファイト、トリラウリルトリチオホスファイト、４，４'
－ブチリデンビス（３－メチル－６－ｔ－ブチルフェニル）ジ－トリデシルホスファイト
、３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスファイトジエチルエステル、ト
リス〔２－〔〔２，４，８，１０－テトラ－ｔｅｒｔ－ブチルジベンゾ〔ｄ，ｆ〕〔１，
３，２〕ジオキサフォスフェフィン－６－イル〕オキシ〕エチル〕アミン、ビス（２，４
－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ペンタエリスリートールジホスファイト、ビス（ネオ
ペンチルグリコール）・１，４－シクロヘキサンジメチルジホスフィト、ビス（２，４－
ジ第三ブチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２，５－ジ第三ブ
チルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２，６－ジ第三ブチル－４
－メチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２，４－ジクミルフェ
ニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ジステアリルペンタエリスリトールジホス
ファイト、テトラ（Ｃ１２－１５混合アルキル）－４，４’－イソプロピリデンジフェニ
ルホスファイト、ビス[２，２’－メチレンビス(４，６－ジアミルフェニル)]・イソプロ
ピリデンジフェニルホスファイト、テトラトリデシル・４，４’－ブチリデンビス(２－
第三ブチル－５－メチルフェノール)ジホスファイト、ヘキサ（トリデシル）・１，１，
３－トリス（２－メチル－５－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）ブタン・トリホス
ファイト、テトラキス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ビフェニレンジホスホナイト、
トリス（２－〔（２，４，７，９－テトラキス第三ブチルジベンゾ〔ｄ，ｆ〕〔１，３，
２〕ジオキサホスフェピン－６－イル）オキシ〕エチル）アミン、９，１０－ジハイドロ
－９－オキサ－１０－ホスファフェナンスレン－１０－オキサイド、２－ブチル－２－エ
チルプロパンジオール・２，４，６－トリ第三ブチルフェノールモノホスファイト、ビス
〔２，４－ビス（１，１－ジメチルエチル）－６－メチルフェニル〕エチルエステル亜リ
ン酸、テトラキス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）〔１，１－ビスフェニル〕
－４，４'－ジイルビスホスホナイト、６－〔３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロ
キシ－５－メチルフェニル）プロピオキシ〕－２，４，８，１０－テトラ－ｔｅｒｔ－ブ
チルジベンズ〔ｄ、ｆ〕〔１，３，２〕ジオキサホスフェフィン等のリン系酸化防止剤；
ジラウリル－３，３'－チオジプロピオン酸エステル、ジトリデシル－３，３'－チオジプ
ロピオン酸エステル、ジミリスチル－３，３'－チオジプロピオン酸エステル、ジステア
リル－３，３'－チオジプロピオン酸エステル、ラウリルステアリエル－３，３'－チオジ
プロピオン酸エステル、ペンタエリスリト－ルテトラ（β－ラウリルチオプロピオネート
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）エステル、ステアリルチオプロピオンアミド、ジオクタデシルジスルフィド、２－メル
カプトベンズイミダゾール、２－メルカプト－６－メチルベンズイミダゾール、１，１'
－チオビス（２－ナフトール）等のイオウ系酸化防止剤；Ｎ，Ｎ′，Ｎ″，Ｎ″′－テト
ラキス－（４，６－ビス（ブチル－（Ｎ－メチル－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン－４－イル）アミノ）－トリアジン－２－イル）－４，７－ジアザデカン－１，１０
－ジアミン、ジブチルアミン・１，３，５－トリアジン・Ｎ，Ｎ′－ビス－（２，２，６
，６－テトラメチル－４－ピペリジル－１，６－ヘキサメチレンジアミン・Ｎ－（２，２
，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ブチルアミンの重縮合物、ポリ［｛６－（１
，１，３，３－テトラメチルブチル）アミノ－１，３，５－トリアジン－２，４－ジイル
｝｛（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）イミノ｝ヘキサメチレン｛（２
，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）イミノ｝］、コハク酸ジメチルと４－ヒ
ドロキシ－２，２，６，６－テトラメチル－１－ピペリジンエタノールの重合体、［デカ
ン二酸ビス（２，２，６，６－テトラメチル－１（オクチルオキシ）－４－ピペリジル）
エステル、１，１－ジメチルエチルヒドロペルオキシドとオクタンの反応生成物（７０％
）］－ポリプロピレン（３０％）、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペ
リジル）［［３，５－ビス（１，１－ジメチルエチル）－４－ヒドロキシフェニル］メチ
ル］ブチルマロネート、メチル１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジルセバ
ケート、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケ－ト、ビス（１
，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバケ－ト、１－［２－〔３－（３
，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオニルオキシ〕エチル］
－４－〔３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオニル
オキシ〕－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、４－ベンゾイルオキシ－２，２，
６，６－テトラメチルピペリジン、８－アセチル－３－ドデシル－７，７，９，９－テト
ラメチル
－１，３，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン等のヒンダードアミン
系酸化防止剤；β－ナフトキノン、２－メトキシ－１，４－ノフトキノン、メチルハイド
ロキノン、ハイドロキノン、ハイドロキノンモノメチルエーテル、モノ－ｔｅｒｔ－ブチ
ルハイドロキノン、２，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルハイドロキノン、ｐ－ベンゾキノン、
２，５－ジフェニル－ｐ－ベンゾキノン、２，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－ｐ－ベンゾキ
ノン等のキノン系化合物；４，４'－ジオクチルジフェニルアミン等のアルキル化された
ジフェニルアミン、アルキル化されたＮ，Ｎ'－ジアリル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ
－フェニル－β－ナフチルアミン、Ｎ，Ｎ'－ジ－２－ナフチル－ｐ－フェニレンジアミ
ン、フェノチアジン等の芳香族アミン系の酸化防止剤；クエン酸、ラクトン系化合物、ビ
タミンＥ系化合物等が挙げられ、これらの中でも、着色性の点から、フェノール系酸化防
止剤が好ましく、ヒンダードフェノール系酸化防止剤がより好ましい。
【００４２】
　上記ヒンダートフェノール系酸化防止剤としては、上記フェノール系酸化防止剤として
例示した化合物の中では、ｎ－オクタデシル－β－（４'－ヒドロキシ－３'、５'－ジ－
ブチルフェニル）プロピオネート、２－ｔ－ブチル－６－（３'－ｔ－ブチル－５'－メチ
ル－２'－ヒドロキシベンジル）－４－メチルフェニルアクリレート、１，６－ヘキサン
ジオールビス［３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネー
ト］、ビス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）スルフィド、テトラキ
ス［メチレン－３－（３'，５'－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネ
ート）］メタン、３，９－ビス〔２－〔３－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－
５－メチルフェニル）プロピオニロキシ〕－１，１－ジメチルエチル〕－２，４，８，１
０－テトラオキサスピロ〔５，５〕ウンデカン、ペンタエリスリトールテトラキス〔３－
（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕、チオジ
エチレンビス〔３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピ
オネート〕、Ｎ，Ｎ'－ヘキサン－１，６－ジイルビス〔３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオンアミド〕、３，５－ビス（１，１－ジメチ
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ルエチル）－４－ヒドロキシ，Ｃ７－Ｃ９側鎖アルキルエステル、ジエチル〔〔３，５－
ビス（１，１－ジメチルエチル）－４－ヒドロキシフェニル〕メチル〕ホスホネート、３
，３'，３"，５，５'，５"－ヘキサ－ｔｅｒｔ－ブチル－ａ，ａ'，ａ"－（メシチレン－
２，４，６－トリル）トリ－ｐ－クレゾール、カルシウムジエチルビス〔〔〔３，５－ビ
ス（１，１－ジメチルエチル）－４－ヒドロキシフェニル〕メチル〕ホスホネート、エチ
レンビス（オキシエチレン）ビス〔３－（５－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－ｍ－
トリル）プロピオネート〕、ヘキサメチレンビス〔３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル
－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート、１，３，５－トリス（３，５－ジ－ｔｅｒ
ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－１，３，５－トリアジン－２，４，６（１Ｈ，
３Ｈ，５Ｈ）－トリオン、２，６－ジフェニル－４－オクタデシロキシフェノール、ステ
アリル（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート、ジステアリ
ル（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ホスホネート、２－オクチルチオ
－４，６－ジ（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－ｓ－トリアジン、
トリデシル・３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルチオアセテート、１，３，
５－トリス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、１，
３，５－トリス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－トリ
メチルベンゼン、１，３，５－トリス[（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニ
ル）プロピオニルオキシエチル]イソシアヌレート等が挙げられ、これらの中でも、ペン
タエリスリトールテトラキス〔３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフ
ェニル）プロピオネート〕、３，５－ビス（１，１－ジメチルエチル）－４－ヒドロキシ
，Ｃ７－Ｃ９側鎖アルキルエステル、及びステアリル（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒド
ロキシフェニル）プロピオネートが好ましい。
【００４３】
　本発明の光硬化性樹脂組成物において、上記（１）カチオン重合性有機物質に対する（
４）酸化防止剤の使用量は、（１）カチオン重合性有機物質１００質量部に対して、好ま
しくは（４）酸化防止剤０～１５質量部、より好ましくは０～１０質量部の範囲である。
（４）酸化防止剤の使用量が１５質量部を超えると、それ以上効果が見られないので好ま
しくない。
【００４４】
　本発明の光硬化性樹脂組成物には、耐熱性の低下を抑えつつ透明性を高めるために、（
５）アルコール化合物を加えてもよい。該アルコール化合物としては、メタノール、エタ
ノール、ｎ－プロパノール、イソプロパノール、ｎ－ブタノール、ｓｅｃ－ブタノール、
ｔｅｒｔ－ブタノール、ｎ－ペンタノール、イソペンタノール、ｔｅｒｔ－ペンタノール
、ｎ－ヘキサノール、ｔｅｒｔ－ヘキサノール、ｎ－ヘプタノール、イソヘプタノール、
ｔｅｒｔ－ヘプタノール、ｎ－オクタノール、２－エチルヘキサノール、ｔｅｒｔ－オク
タノール、ｎ－ノニルアルコール、イソノニルアルコール、ｔｅｒｔ－ノニルアルコール
、ｎ－デカノール、イソデカノール、ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、パル
ミチルアルコール、ステアリルアルコール、エチレングリコールモノメチルエーテル、エ
チレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジプ
ロピレングリコールモノブチルエーテル等の１価アルコール並びにこれらのアルキレンオ
キサイド付加物；エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコール、
ジプロピレングリコール、１，２－ブタンジオール、１，３－ブタンジオール、１，４－
ブタンジオール、１，５－ペンタンジオール、ネオペンチルグリコール、イソプレングリ
コール（３－メチル－１，３－ブタンジオール）、１，２－ヘキサンジオール、１，６－
ヘキサンジオール、３－メチル－１，５－ペンタンジオール、１，２－オクタンジオール
、オクタンジオール（２－エチル－１，３－ヘキサンジオール）、２－ブチル－２－エチ
ル－１，３－プロパンジオール、１，２－デカンジオール、１，２－ドデカンジオール、
１，２－テトラデカンジオール、１，２－ヘキサデカンジオール、１，２－オクタデカン
ジオール、１，１２－オクタデカンジオール等の脂肪族ジオール、１，２－シクロヘキサ
ンジオール、１，４－シクロヘキサンジオール、１，４－シクロヘキサンジメタノール、



(14) JP 2012-1689 A 2012.1.5

10

20

30

40

50

水添ビスフェノールＡ、水添ビスフェノールＦ、スピロ骨格含有アルコール、トリシクロ
デカンジメチロール及びペンタシクロペンタデカンジメチロール等の脂環式アルコール及
びこれらのアルキレンオキサイド付加物、ソルバイド、メチルジエタノールアミン等の２
価アルコール並びにこれらのアルキレンオキサイド付加物；グリセリン、ポリグリセリン
、１，２，３－ブタントリオール、１，２，４－ブタントリオール、２－メチル－１，２
，３－プロパントリオール、１，２，３－ペンタントリオール、１，２，４－ペンタント
リオール、１，３，５－ペンタントリオール、２，３，４－ペンタントリオール、２－メ
チル－２，３，４－ブタントリオール、トリメチロールエタン、ジトリメチロールプロパ
ン、２，３，４－ヘキサントリオール、２－エチル－１，２，３－ブタントリオール、ト
リメチロールエタン、トリメチロールプロパン、４－プロピル－３，４，５－ヘプタント
リオール、ペンタメチルグリセリン（２，４－ジメチル－２，３，４－ペンタントリオー
ル）、トリエタノールアミン、トリイソプロパノールアミン、ポリカプロラクトントリオ
ール等の３価アルコール並びにこれらのアルキレンオキサイド付加物；ペンタエリスリト
ール、ジペンタエリスリトール、テトラメチロールプロパン等の多価アルコール、並びに
これらのアルキレンオキサイド付加物；３－エチル－３－オキセタンメタノール、３－メ
チル－３－オキセタンメタノール、３－エチル－３－オキセタンエタノール等の水酸基を
有するオキセタン化合物；トリス－２－ヒドロキシエチルイソシアヌレート等が挙げられ
、これらの中でも、耐熱性が高くて分解しにくく、且つ沸点が高くて揮発しにくい化合物
が好ましく、得られる硬化物の黄変を防止する効果が高いため、２価アルコール又は３価
アルコール等のポリオール又は水酸基を有するオキセタン化合物がより好ましく、３価ア
ルコールが更に好ましい。
【００４５】
　本発明の光硬化性樹脂組成物において、上記（１）カチオン重合性有機物質に対する（
５）アルコール化合物の使用量は、（１）カチオン重合性有機物質１００質量部に対して
、好ましくは（５）アルコール化合物０～４０質量部、より好ましくは０～３０質量部の
範囲である。（５）アルコール化合物の使用量が４０質量部を超えると、それ以上効果が
見られないので好ましくない。
【００４６】
　本発明の光硬化性樹脂組成物には、必要に応じて（６）熱重合開始剤を用いることがで
きる。熱重合開始剤とは、加熱によりカチオン種又はルイス酸を発生する化合物であり、
スルホニウム塩、チオフェニウム塩、チオラニウム塩、ベンジルアンモニウム、ピリジニ
ウム塩、ヒドラジニウム塩等の塩；ジエチレントリアミン、トリエチレントリアミン、テ
トラエチレンペンタミン等のポリアルキルポリアミン類；１，２－ジアミノシクロヘキサ
ン、１，４－ジアミノ－３，６－ジエチルシクロヘキサン、イソホロンジアミン等の脂環
式ポリアミン類；ｍ－キシリレンジアミン、ジアミノジフェニルメタン、ジアミノジフェ
ニルスルホン等の芳香族ポリアミン類；前記ポリアミン類と、フェニルグリシジルエーテ
ル、ブチルグリシジルエーテル、ビスフェノールＡ－ジグリシジルエーテル、ビスフェノ
ールＦ－ジグリシジルエーテル等のグリシジルエーテル類又はカルボン酸のグリシジルエ
ステル類等の各種エポキシ樹脂とを常法によって反応させることによって製造されるポリ
エポキシ付加変性物；前記ポリアミン類と、フタル酸、イソフタル酸、ダイマー酸等のカ
ルボン酸類とを常法によって反応させることによって製造されるアミド化変性物；前記ポ
リアミン類とホルムアルデヒド等のアルデヒド類及びフェノール、クレゾール、キシレノ
ール、第三ブチルフェノール、レゾルシン等の核に少なくとも一個のアルデヒド化反応性
場所を有するフェノール類とを常法によって反応させることによって製造されるマンニッ
ヒ化変性物；多価カルボン酸（シュウ酸、マロン酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸
、ピメリン酸、スベリン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ドデカン二酸、２－メチルコハ
ク酸、２－メチルアジピン酸、３－メチルアジピン酸、３－メチルペンタン二酸、２－メ
チルオクタン二酸、３，８－ジメチルデカン二酸、３，７－ジメチルデカン二酸、水添ダ
イマー酸、ダイマー酸等の脂肪族ジカルボン酸類；フタル酸、テレフタル酸、イソフタル
酸、ナフタレンジカルボン酸等の芳香族ジカルボン酸類；シクロヘキサンジカルボン酸等
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の脂環式ジカルボン酸類；トリメリト酸、トリメシン酸、ひまし油脂肪酸の三量体等のト
リカルボン酸類；ピロメリット酸等のテトラカルボン酸類等）の酸無水物；ジシアンジア
ミド、イミダゾール類、カルボン酸エステル、スルホン酸エステル、アミンイミド等を挙
げることができる。これら中でも、反応性の点から、スルホニウム塩、チオフェニウム塩
、チオラニウム塩、ベンジルアンモニウム、ピリジニウム塩、ヒドラジニウム塩等の塩；
多価カルボン酸（シュウ酸、マロン酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、ピメリン酸
、スベリン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ドデカン二酸、２－メチルコハク酸、２－メ
チルアジピン酸、３－メチルアジピン酸、３－メチルペンタン二酸、２－メチルオクタン
二酸、３，８－ジメチルデカン二酸、３，７－ジメチルデカン二酸、水添ダイマー酸、ダ
イマー酸等の脂肪族ジカルボン酸類；フタル酸、テレフタル酸、イソフタル酸、ナフタレ
ンジカルボン酸等の芳香族ジカルボン酸類；シクロヘキサンジカルボン酸等の脂環式ジカ
ルボン酸類；トリメリト酸、トリメシン酸、ひまし油脂肪酸の三量体等のトリカルボン酸
類；ピロメリット酸等のテトラカルボン酸類等）の酸無水物；ジシアンジアミド等が好ま
しく、スルホニウム塩がより好ましい。
【００４７】
　上記（６）熱重合開始剤としては、市販品を用いることもでき、例えば、アデカオプト
ン ＣＰ７７、アデカオプトンＣＰ６６（ＡＤＥＫＡ社製）、ＣＩ－２６３９、ＣＩ－２
６２４（日本曹達社製）、サンエイド ＳＩ－６０Ｌ、サンエイドＳＩ－８０Ｌ、サンエ
イド ＳＩ－１００Ｌ（三新化学工業社製）等が挙げられる。
【００４８】
　本発明の光硬化性樹脂組成物において、上記（６）熱重合開始剤の使用量は、特に限定
されないが、通常、光硬化性樹脂組成物中の固形物の全量１００質量部に対して、０．０
０１～１０質量部の範囲であり、上記（１）カチオン重合性有機物質１００質量部に対し
ては、好ましくは（６）熱重合開始剤０．００１～１０質量部、より好ましくは０．１～
５質量部である。０．００１質量部未満であると、効果が不十分となりやすく、１０質量
部を超えると、硬化物の屈折率や強度等の諸物性に悪影響を与える場合がある。
　また（６）熱重合開始剤を用いる場合には、本発明の光硬化性樹脂組成物を硬化させる
際に１３０～１８０℃で２０分～１時間加熱するのが好ましい。
【００４９】
　本発明の光硬化性樹脂組成物には、通常、必要に応じて上記（１）～（６）の各成分及
び後述する樹脂添加物を溶解又は分散しえる溶媒、例えば、アセトン、メチルエチルケト
ン、メチルイソブチルケトン、メチルセロソルブ、エチルセロソルブ、クロロホルム、塩
化メチレン、ヘキサン、ヘプタン、オクタン、シクロヘキサン、ベンゼン、トルエン、キ
シレン、メタノール、エタノール、イソプロパノールを加えることができる。この場合の
溶媒の使用量は、上記（１）カチオン重合性有機物質１００質量部に対して、好ましくは
１０～１００質量部、より好ましくは２５～７０質量部である。
【００５０】
　本発明の光硬化性樹脂組成物には、上記（１）～（６）の各成分及び上記溶媒以外に、
本発明の効果を損なわない範囲で、必要に応じて、上記（１）成分以外のモノマー、上記
（２）成分以外のエネルギー線感受性重合開始剤、無機フィラー、有機フィラー、顔料、
染料等の着色剤、光増感剤、消泡剤、増粘剤、界面活性剤、レべリング剤、難燃剤、可塑
剤、安定剤、重合禁止剤、紫外線吸収剤、静電防止剤、流動調整剤、カップリング剤、接
着促進剤等の各種樹脂添加物等を添加することができる。これらの樹脂添加物の総量は、
上記（１）カチオン重合性有機物質１００質量部に対して、好ましくは２００質量部以下
、より好ましくは１００質量部以下とする。
【００５１】
　本発明の光硬化性樹脂組成物は、ロールコーター、カーテンコーター、各種の印刷、浸
漬等の公知の手段で、ガラス、金属、紙、プラスチック等の支持基体上に適用される。ま
た、一旦フィルム等の支持基体上に施した後、他の支持基体上に転写することもでき、そ
の適用方法に制限はない。
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【００５２】
　本発明の光硬化性樹脂組成物は、活性エネルギー線を照射して硬化することにより、本
発明の硬化物とすることができる。
【００５３】
　上記活性エネルギー線としては、紫外線、電子線、Ｘ線、放射線、高周波等を挙げるこ
とができ、紫外線が経済的に最も好ましい。紫外線の光源としては、紫外線レーザ、水銀
ランプ、キセノンレーザ、メタルハライドランプ等が挙げられる。
【００５４】
　本発明の硬化物は、５８７．６ｎｍ（ｄ線）における膜屈折率が１．５５以上であるの
が、レンズにおいて高屈折率層を与えるので好ましい。該高屈折層は、接着剤やガラス等
を介して積層することもできる。
【００５５】
　以上説明した本発明の光硬化性樹脂組成物及びその硬化物の具体的な用途としては、メ
ガネ、撮像用レンズに代表される光学材料、塗料、コーティング剤、ライニング剤、イン
キ、レジスト、液状レジスト、接着剤、印刷版、絶縁ワニス、絶縁シート、積層板、プリ
ント基盤、半導体封止剤、成形材料、パテ、ガラス繊維含浸剤、目止め剤、液晶表示装置
のバックライトに使用されるプリズムレンズシート、プロジェクションテレビ等のスクリ
ーンに使用されるフレネルレンズシート、レンチキュラーレンズシート等のレンズシート
のレンズ部、又はこのようなシートを用いたバックライト等、マイクロレンズ等の光学レ
ンズ、光学素子、光コネクター、光導波路、光学的造形用注型剤等を挙げることができ、
例えばコーティング剤として適用できる基材としては金属、木材、ゴム、プラスチック、
ガラス、セラミック製品等を挙げることができる。
【実施例】
【００５６】
　以下、実施例等を挙げて本発明をさらに詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例に
限定されるものではない。
【００５７】
　以下、本発明の光硬化性樹脂組成物及び該光硬化性樹脂組成物を硬化して得られる硬化
物に関し、実施例、評価例及び比較例により具体的に説明する。なお、実施例及び比較例
では部は質量部を意味する。
【００５８】
[実施例１～１１及び比較例１～６]
　下記の[表１]及び[表２]に示す配合で樹脂を十分に混合して、各実施例及び比較例の光
硬化性樹脂組成物を得た。離型処理を施したガラス基板に０．５～１．０ｍｍ厚の樹脂ス
ペーサー（間隙部材）を設けた後に、このスペーサーを介して離型処理を施したガラス基
板を重ね、得られた光硬化性樹脂組成物を注入した。ガラス基板の両面に、高圧水銀灯を
用いて２０００ｍＪ／ｃｍ2ずつ計４０００ｍＪ／ｃｍ2のエネルギー量で紫外光を照射す
ることにより、上記光硬化性樹脂組成物を光硬化させた。これを、更にオーブン中１５０
℃で１時間加熱し、ポストキュアを行った。冷却後に、オーブン中からガラス基板を取り
出し、該ガラス基板から樹脂硬化膜を剥離した。
【００５９】
　（１）カチオン重合性有機物質としては下記の化合物（１）－１～（１）－４を用いた
。
化合物（１）－１：アデカレジンＥＰ－４１００Ｅ（ＡＤＥＫＡ社製エポキシ樹脂）[上
記式（Ｉ）においてＺ＝２，２－イソブチリデン、Ｒ2～Ｒ9＝水素原子、ｐ＝ｑ＝０であ
る化合物]
化合物（１）－２：オグソールＰＧ－１００（大阪ガスケミカル社製エポキシ樹脂） [上
記式（II）においてｍ＝ｎ＝０である化合物]
化合物（１）－３：下記式（１）で表される化合物 [上記式（III）においてＲ12～Ｒ14

＝水素原子、Ｒ15＝フェニル基、ｓ＝ｔ＝ｘ＝０、ｙ＝２である化合物]
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化合物（１）－４：デナコールＥＸ－１４２（ナガセケムテックス社製エポキシ樹脂）[
上記式（IV）で表される化合物]
【００６０】
【化５】

【００６１】
　（２）エネルギー線感受性カチオン重合開始剤としては下記の化合物（２）－１～（２
）－４を用いた。
化合物（２）－１：下記式（２）で表される化合物
化合物（２）－２：下記式（３）で表される化合物
化合物（２）－３：下記式（４）で表される化合物
化合物（２）－４：下記式（５）で表される化合物
【００６２】
【化６】

【００６３】

【化７】

【００６４】
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【化８】

【００６５】
【化９】

【００６６】
　（３）芳香環を含まないエポキシ樹脂としては、下記の化合物（３）－１及び（３）－
２を用いた。
化合物（３）－１：セロキサイド２０２１Ｐ（ダイセル化学社製脂環式エポキシ樹脂）
化合物（３）－２：２，２－ビス（３，４－エポキシシクロヘキシル）プロパン
【００６７】
　（４）酸化防止剤としては下記の化合物（４）－１～（４）－３を用いた。
化合物（４）－１：アデカスタブＡＯ－５０（ＡＤＥＫＡ社製フェノール系酸化防止剤)
化合物（４）－２：アデカスタブＡＯ－６０（ＡＤＥＫＡ社製フェノール系酸化防止剤）
化合物（４）－３：アデカスタブＡＯ－４０（ＡＤＥＫＡ社製フェノール系酸化防止剤）
【００６８】
　（５）アルコール化合物としては下記の化合物（５）－１及び（５）－２を用いた。
化合物（５）－１：プラクセル３０３（ダイセル化学社製ポリカプロラクトントリオール
）
化合物（５）－２：３－エチル－３－オキセタンメタノール
【００６９】
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【表１】

【００７０】
【表２】

【００７１】
[評価例１～１１、比較評価例１～６]
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　上記実施例１～１１及び比較例１～６で得られた樹脂硬化膜について、下記評価（Ｔｇ
、膜透過率、屈折率及び色変化）を行った。結果を上記[表１]及び[表２]に示す。
【００７２】
（Ｔｇ）
　セイコーインスツル社製EXSTAR DMS6100を用い、引っ張りモード（１０Ｈｚ）、２０℃
～３００℃の条件で測定を行った。尚、樹脂硬化膜は、０．５×５．０×３０ｍｍの大き
さのものを用いた。
（膜透過率）
　日立分光光度計Ｕ－３０１０を用い、バックグラウンドとリファレンスはＡｉｒで測定
を行った。尚、樹脂硬化膜は１．０×５０×５０ｍｍの大きさのものを用いた。
（屈折率）
　アタゴ社製デジタルアッベ屈折計ＤＲ－Ａ１を用い、２５℃におけるＤ線の屈折率の測
定を行った。尚、樹脂硬化膜は１．０×５０×５０ｍｍの大きさのものを用いた。
（色変化）
　日本電色社製分光色差計ＳＥ６０００を用い、２５℃におけるＹＩ（イエローインデッ
クス）を測定し、下記＜評価基準＞により色変化を評価した。
＜評価基準＞
◎：ＹＩ≧９２
○：９２＜ＹＩ≦９０．５
△：９０．５＜ＹＩ≦８９
×：ＹＩ＜８９
【００７３】
　[表１]及び[表２]より、本発明の光硬化性樹脂組成物は、透明性が高く、硬化時の黄変
を抑えることができることが明らかである。また、本発明の光硬化性樹脂組成物は、耐熱
性が高く、はんだリフロー炉等の実装工程において最大３００℃のリフロー温度で数秒熱
にさらしても着色せず寸法安定性を有することが期待される。更に、本発明の光硬化性樹
脂組成物は、屈折率が１．５５以上であり、高屈折率材料に適している。
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